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『梅松論」における足利尊氏

『
梅
松
論
」
は
、
鎌
倉
時
代
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
初
期
に
い
た
る
動

（
１
）

乱
の
歴
史
を
描
い
た
歴
史
物
塞
叩
で
あ
る
。
上
下
二
巻
か
ら
成
り
、
元
弘
の

変
か
ら
建
武
の
争
乱
に
い
た
る
時
期
を
叙
述
の
中
心
と
す
る
。
特
に
、
足

利
尊
氏
に
よ
る
六
波
羅
探
題
攻
撃
以
降
の
歴
史
叙
述
は
、
終
始
彼
の
動
向

に
焦
点
を
あ
て
て
展
開
さ
れ
る
。
作
者
は
足
利
体
制
の
側
に
立
ち
、
こ
れ

を
讃
美
す
る
人
物
で
あ
っ
た
。

「
梅
松
論
』
の
諸
本
は
古
写
本
系
と
流
布
本
系
の
二
系
統
に
分
け
ら
れ

る
。
古
写
本
系
を
代
表
す
る
京
大
本
に
よ
れ
ば
、
北
野
の
神
宮
寺
毘
沙
門

堂
を
舞
台
に
、
二
月
二
十
五
日
を
結
願
に
定
め
て
参
篭
す
る
御
室
の
法
印

と
稚
児
た
ち
の
問
答
形
式
で
、
歴
史
は
語
り
進
め
ら
れ
る
。
は
じ
め
に
稚

（
２
）

児
が
、
「
誠
シ
ク
穏
便
ナ
ル
事
」
を
「
先
代
様
」
（
上
・
’
一
オ
）
と
い
う
の

は
な
ぜ
か
と
一
座
に
問
う
。
こ
れ
を
受
け
て
法
印
は
、
関
東
に
お
い
て
執

〈
論
文
〉

「
梅
松
論
」
に
お
け
る
足
利
尊
氏

「
梅
松
論
』
に
お
け
る
歴
史
叙
述

ｌ
新
た
な
る
将
軍
像
の
造
形
Ｉ

政
が
行
わ
れ
て
い
た
時
代
、
即
ち
先
代
は
「
実
シ
ク
穏
シ
ク
ヲ
タ
ヤ
カ
」

（
上
・
九
ウ
）
で
あ
っ
た
た
め
そ
う
い
う
の
だ
と
答
え
、
日
本
武
尊
以
来

の
将
軍
の
来
歴
を
述
べ
、
承
久
の
乱
の
経
緯
や
そ
の
の
ち
の
安
寧
に
治
め

ら
れ
て
き
た
世
の
流
れ
を
語
る
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
世
が
な
ぜ
北
条
高

時
の
代
で
滅
び
た
の
か
と
い
う
稚
児
の
問
い
に
、
法
印
は
鎌
倉
幕
府
に
は

皇
位
継
承
へ
の
介
入
と
い
う
天
意
に
背
く
振
る
舞
い
が
あ
っ
た
た
め
だ
と

説
く
。

以
下
、
上
巻
で
は
鎌
倉
幕
府
の
滅
亡
、
建
武
政
権
下
に
お
け
る
不
穏
な

動
静
、
中
先
代
の
乱
と
そ
の
後
の
後
醍
醐
と
尊
氏
の
対
立
が
述
べ
ら
れ
る
。

つ
づ
く
下
巻
で
は
、
尊
氏
の
入
洛
、
筑
紫
没
落
、
足
利
軍
の
再
起
、
尊
氏

の
再
び
の
入
洛
へ
と
話
は
進
む
。
そ
し
て
、
南
朝
方
の
越
前
国
金
崎
城
が

落
ち
る
と
こ
ろ
ま
で
語
ら
れ
る
と
、
尊
氏
の
仁
徳
、
弟
直
義
の
廉
直
を
讃

え
る
逸
話
が
披
露
さ
れ
、
座
談
は
終
わ
る
。
お
よ
そ
以
上
の
よ
う
な
内
容

を
「
梅
松
論
』
は
備
え
て
い
る
。
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足
利
体
制
の
立
場
か
ら
歴
史
を
叙
述
し
よ
う
と
し
た
と
き
、
書
き
手
が

最
も
腐
心
し
た
の
は
尊
氏
の
後
醍
醐
に
対
す
る
反
逆
を
ど
う
正
当
化
す
る

か
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
『
太
平
記
』
で
は
後
醍
醐
よ
り
追
討

を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
尊
氏
は
、
鎌
倉
の
建
長
寺
に
籠
居
し
て
出
家
の

準
備
を
し
、
後
醍
醐
へ
恭
順
の
意
を
表
そ
う
と
し
て
い
た
。
そ
こ
で
直
義

は
一
計
を
案
じ
て
、
た
と
え
出
家
し
て
い
た
と
し
て
も
尊
氏
兄
弟
を
株
殺

す
べ
し
と
い
う
内
容
の
偽
論
旨
を
用
意
し
て
、
尊
氏
を
翻
意
さ
せ
た
と
描

い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
尊
氏
は
だ
ま
さ
れ
て
後
醍
醐
に
反
逆
し
た
と
描
か

れ
る
わ
け
だ
。
物
語
と
し
て
巧
み
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
尊
氏
の
行
動
を

正
当
化
す
る
う
え
で
、
こ
の
叙
述
は
大
き
な
成
功
を
収
め
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

「
梅
松
論
』
の
作
者
に
と
っ
て
も
事
情
は
同
じ
で
あ
っ
た
。
「
梅
松
論
」

に
よ
れ
ば
、
建
武
新
政
下
で
は
武
家
の
政
権
を
樹
立
さ
せ
ま
い
と
す
る
後

醍
醐
と
、
公
家
に
恨
み
を
含
む
武
家
と
の
間
に
深
刻
な
対
立
が
生
じ
、
そ

の
た
め
後
醍
醐
は
護
良
親
王
・
新
田
義
貞
・
楠
木
正
成
・
名
和
長
年
ら
に

尊
氏
討
伐
の
密
命
を
下
し
た
と
い
う
。
こ
う
し
た
後
醍
醐
に
対
す
る
叙
述

は
、
「
忠
ア
テ
誤
ナ
キ
関
東
三
代
将
軍
家
ノ
遺
跡
ヲ
亡
サ
ル
ヘ
キ
天
気
」

を
も
ち
、
「
科
上
ニ
ア
リ
テ
下
ヲ
責
給
」
う
た
た
め
、
「
天
道
不
与
ノ
道
理

二
帰
シ
テ
」
（
上
・
十
五
ウ
ー
十
六
オ
）
隠
岐
に
流
さ
れ
た
後
鳥
羽
院
に

（
３
）

な
ぞ
ら
え
て
い
る
に
違
い
な
い
。
後
醍
醐
の
答
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
先
代
の
乱
鎮
圧
後
、
後
醍
醐
の
召
還
に
従
っ
て
鎌

倉
か
ら
上
洛
し
よ
う
と
す
る
尊
氏
に
向
か
い
、
「
然
二
頃
年
京
都
二
御
座

二
尊
氏
正
当
化
の
方
法

ノ
間
、
公
家
丼
義
貞
以
下
、
隠
謀
度
々
二
及
ト
イ
ヘ
共
、
御
高
運
ニ
ョ
テ
、

今
二
安
詮
也
、
タ
マ
ノ
ー
大
敵
ノ
中
ヲ
ノ
カ
レ
、
関
東
二
御
座
ノ
条
、
武

家
ノ
所
領
満
足
タ
、
此
事
也
」
（
上
・
三
十
一
一
一
オ
）
と
述
べ
て
反
対
す
る

直
義
に
道
理
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
尊
氏
は
政
務
を
直
義
に
譲
り
、
浄
光
明
寺
に
籠
居
し
た
と
い

（
画
趣
）

う
。
だ
が
、
い
よ
い
よ
追
討
軍
が
関
東
に
迫
る
と
、
尊
氏
は
「
若
頭
殿
命

ヲ
落
ル
、
事
ア
ラ
ハ
、
我
又
存
命
無
益
也
、
タ
、
シ
遺
勅
ノ
事
心
中
二
於

テ
発
起
二
非
ス
、
是
正
二
天
ノ
知
処
也
」
（
上
・
’
一
一
十
五
オ
）
と
し
て
立

ち
上
が
る
。
自
ら
の
謀
叛
は
本
心
か
ら
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
強
調
す

る
の
だ
。
「
梅
松
論
」
で
は
、
尊
氏
の
謀
叛
は
後
醍
醐
に
追
い
詰
め
ら
れ
、

や
む
を
得
ず
と
っ
た
行
動
だ
と
説
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の

際
、
尊
氏
の
正
当
性
を
保
証
す
る
の
が
、
正
し
い
政
道
や
秩
序
を
守
る
た

め
に
は
、
と
き
に
天
皇
の
存
在
す
ら
相
対
化
す
る
超
越
者
「
天
」
の
論
理（
４
）

で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
諸
先
学
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
て
久
し
い
。

や
が
て
尊
氏
は
「
所
詮
持
明
院
殿
ハ
天
子
ノ
正
統
」
（
下
・
八
オ
）
と
い

う
赤
松
円
心
の
言
葉
に
従
っ
て
、
持
明
院
殿
の
院
宣
を
得
て
勝
利
を
収
め

る
。
「
梅
松
論
』
で
は
持
明
院
統
の
歴
代
天
皇
の
即
位
は
、
後
嵯
峨
院
の

遺
勅
に
背
く
、
鎌
倉
幕
府
の
介
入
に
よ
る
「
非
儀
」
と
認
識
さ
れ
て
い
る

の
だ
が
、
以
上
の
よ
う
な
手
順
を
踏
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
尊
氏
の
持
明
院

統
擁
立
は
作
者
な
り
に
自
然
な
推
移
と
し
て
理
解
さ
れ
、
叙
述
可
能
と

（
５
）

な
っ
た
の
だ
ろ
う
。

尊
氏
の
正
当
化
と
い
え
ば
、
「
梅
松
論
」
が
尊
氏
を
源
頼
朝
の
故
事
に

一
一
一
頼
朝
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と

４
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｢梅松論』における足利尊氏

重
ね
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
志
向
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
北
村
昌
幸
氏
の

（
６
）

論
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
鎌
倉
幕
府
滅
亡
後
、
尊
氏
は
「
大
将
軍
叡

慮
無
双
ニ
シ
テ
御
昇
進
ハ
申
二
及
ス
、
武
蔵
、
相
模
其
外
数
ケ
国
ノ
守
ヲ

以
テ
、
頓
朝
卿
ノ
例
二
任
テ
御
受
領
ア
リ
」
（
上
・
二
十
七
ウ
ー
二
十
八

オ
）
と
、
頼
朝
の
例
に
な
ら
っ
て
武
蔵
・
相
模
ほ
か
数
ヶ
国
の
国
守
の
職

を
授
か
っ
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
北
村
氏
は
、
実
際
に
頼
朝
が

授
か
っ
た
の
は
九
ヶ
国
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
尊
氏
の
場
合
は
三
ヶ
国

に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
し
て
、
「
梅
松
論
」
が
事
実
を
歪
め
て
ま
で
尊
氏
の

事
績
を
頼
朝
の
故
事
に
な
ぞ
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
と
指
摘
す
る
。
ま
た
、

鎌
倉
で
反
後
醍
醐
の
兵
を
挙
げ
た
尊
氏
は
、
小
山
・
結
城
・
長
沼
を
先
陣

と
し
て
鎌
倉
を
出
立
す
る
。
彼
ら
は
「
治
承
ノ
昔
頼
朝
義
兵
ノ
時
、
最
前

（
マ
マ
）

二
忠
功
ヲ
至
シ
、
小
山
下
野
大
橡
少
藤
原
政
光
入
道
力
子
共
連
枝
三
人
ノ

子
孫
也
」
（
上
・
三
十
五
オ
）
と
説
明
さ
れ
る
の
だ
が
、
北
村
氏
は
こ
う

し
た
頼
朝
の
故
事
の
存
在
自
体
を
疑
問
視
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
尊
氏
の

行
動
を
飾
る
た
め
に
、
頼
朝
の
故
事
が
提
造
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

と
こ
ろ
が
、
下
巻
の
末
尾
に
い
た
る
と
、
夢
窓
疎
石
の
尊
氏
評
の
な
か

で
頼
朝
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
批
判
さ
れ
る
。

治
承
以
来
右
幕
下
頼
朝
卿
、
征
夷
大
将
軍
ノ
職
ヲ
カ
ネ
、
武
家
政
務

ヲ
自
専
シ
、
賞
罰
私
ナ
シ
ト
イ
ヘ
共
、
罰
ノ
カ
ラ
キ
故
二
仁
ノ
カ
ケ

タ
ル
カ
ト
見
エ
、
今
征
夷
大
将
軍
尊
氏
ハ
、
仁
徳
ヲ
カ
ネ
給
上
二
、

三
ノ
大
ナ
ル
徳
マ
シ
マ
ス
也
、
（
下
・
四
十
オ
）

さ
ら
に
こ
の
あ
と
、
今
度
は
尊
氏
が
直
義
や
高
師
直
ら
に
向
か
っ
て
頼

朝
の
治
世
を
同
様
に
批
評
し
て
い
る
。

昔
ヲ
聞
二
頼
朝
卿
廿
年
力
間
、
伊
豆
国
二
於
テ
辛
労
シ
テ
、
義
兵
ノ

遠
慮
ヲ
メ
ク
ラ
サ
レ
シ
時
二
、
平
家
ノ
悪
逆
ニ
ョ
テ
天
ノ
受
与
、
治

承
四
年
義
兵
ヲ
、
コ
シ
、
元
暦
元
年
朝
敵
ヲ
平
ラ
レ
シ
合
戦
、
首
尾

五
ヶ
年
歎
、
彼
政
道
ヲ
伝
聞
二
賞
罰
分
明
也
、
尤
先
賢
ノ
ク
ミ
ス
ル

所
也
、
難
然
猶
以
罰
ノ
カ
ラ
キ
方
多
カ
リ
キ
ト
聞
、
因
玄
氏
族
ノ
輩

以
下
疑
心
ヲ
残
シ
、
カ
ハ
、
・
雛
無
差
誤
多
株
罰
セ
ラ
レ
キ
、
最
不
便

ノ
事
也
、
（
下
・
四
十
一
之

夢
窓
も
尊
氏
も
、
頼
朝
は
賞
罰
は
公
正
で
あ
っ
た
が
、
寛
大
さ
に
欠
け
、

厳
罰
主
義
で
あ
っ
た
と
語
る
の
だ
。
こ
う
し
た
頼
朝
に
対
す
る
評
価
の
反

転
を
と
ら
え
て
、
北
村
氏
は
ヨ
梅
松
論
」
は
頼
朝
を
先
駆
者
と
し
て
位

置
づ
け
る
こ
と
に
熱
心
で
あ
る
」
と
し
な
が
ら
も
、
「
と
こ
ろ
が
、
そ
う

し
た
傾
向
は
作
品
の
終
局
部
に
至
っ
て
一
変
す
る
」
と
評
し
て
い
る
。

そ
も
そ
も
北
村
氏
は
、
「
梅
松
論
』
に
お
い
て
頼
朝
が
平
家
一
族
追
討

の
功
に
よ
り
、
後
白
河
院
の
叡
感
を
蒙
っ
て
征
夷
大
将
軍
に
補
任
さ
れ
た

と
描
か
れ
る
の
に
対
し
て
、
尊
氏
に
つ
い
て
は
将
軍
補
任
の
記
述
が
な
い

こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
尊
氏
の
事
績
を
頼
朝
に
な
ぞ
ら
え
る
志
向
を
も

つ
『
梅
松
論
」
に
お
い
て
、
下
巻
の
し
か
る
べ
き
位
置
で
、
尊
氏
が
持
明

院
帝
の
叡
感
を
蒙
り
、
将
軍
に
補
任
さ
れ
た
と
す
る
記
事
が
あ
っ
て
も
よ

い
は
ず
だ
か
ら
だ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
北
村
氏
は
、
観
応
擾
乱
に
巻
き
込

ま
れ
、
や
が
て
廃
位
に
い
た
る
崇
光
天
皇
に
代
表
さ
れ
る
北
朝
朝
廷
の
危

う
さ
を
目
に
し
た
作
者
は
、
北
朝
よ
り
将
軍
職
を
賜
っ
た
と
す
る
事
実
を

あ
え
て
明
確
化
し
な
い
道
を
選
ん
だ
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
、
頼
朝
の
事

績
に
尊
氏
が
追
随
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
頼
朝
の
地
位
は
末
尾

で
相
対
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
批
判
の
対
象
に
な
っ
た
と
推
測
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
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以
上
の
北
村
氏
の
考
察
は
刺
激
に
富
ん
で
い
る
。
「
梅
松
論
』
は
上
巻

で
将
軍
に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
「
其
中
二
征
夷
将
軍
、
鎮
守
府
将
軍

ハ
勅
ヲ
蒙
ラ
サ
ル
モ
多
シ
、
是
ハ
戦
功
ア
ル
時
、
将
軍
ト
セ
ウ
ス
ル
所
也
」

（
上
・
囚
オ
ー
ウ
）
と
い
う
、
独
特
の
理
解
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
前

述
の
よ
う
に
、
『
梅
松
論
』
に
は
尊
氏
が
将
軍
に
補
任
さ
れ
る
記
事
が
な

く
、
彼
は
登
場
以
来
一
貫
し
て
「
将
軍
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
「
梅
松
論
」

に
お
い
て
尊
氏
が
将
軍
で
あ
る
の
は
も
は
や
自
明
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

と
い
う
の
は
、
諸
家
の
一
致
し
た
見
解
だ
。
北
村
氏
の
考
察
は
、
独
特
の

将
軍
観
を
も
つ
と
と
も
に
、
尊
氏
の
将
軍
補
任
を
あ
え
て
記
さ
な
い
「
梅

松
論
』
の
意
図
に
切
り
込
む
、
注
目
す
べ
き
試
み
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

た
だ
、
「
梅
松
論
』
の
作
者
が
、
そ
こ
ま
で
尊
氏
の
事
績
を
熱
心
に
頼

朝
に
な
ぞ
ら
え
よ
う
と
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
一
考
を
要
す
る
。
尊
氏

の
事
績
を
、
事
実
を
超
え
て
ま
で
頼
朝
の
先
例
に
重
ね
よ
う
と
し
た
点
が

あ
る
と
い
う
北
村
氏
の
指
摘
は
貴
重
で
あ
る
。
だ
が
、
尊
氏
の
行
動
は
頼

朝
に
だ
け
な
ぞ
ら
え
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
下
巻
、
尊

氏
が
兵
庫
か
ら
船
で
西
国
に
逃
れ
る
く
だ
り
で
は
、
頼
朝
と
頼
義
・
義
家

の
「
七
騎
落
」
の
故
事
が
引
か
れ
る
。

但
治
承
ノ
古
、
頼
朝
ノ
義
兵
ノ
始
、
石
橋
ノ
合
戦
二
打
負
テ
、
真
鶴

力
崎
ヨ
リ
御
乗
船
ノ
時
ハ
、
土
肥
次
郎
実
平
、
岡
崎
四
郎
義
実
以
下
、

主
従
七
人
、
安
房
、
上
総
ヲ
心
サ
シ
、
渡
海
ノ
途
中
ニ
テ
、
一
一
一
浦
ノ

小
太
郎
義
盛
参
会
、
此
時
房
州
猟
嶋
ニ
ッ
ク
、
東
八
ヶ
国
不
残
相
従

テ
被
達
御
本
意
畢
、
今
度
両
将
供
奉
ノ
輩
ハ
、
昔
ニ
ハ
比
ス
ヘ
カ
ラ

四
御
当
家
の
佳
例

ス
、
大
勢
也
、
就
中
、
頼
義
、
義
家
、
奥
州
征
伐
ノ
時
モ
セ
騎
二
成

給
事
有
歎
、
始
ノ
マ
ケ
軍
ハ
御
当
家
ノ
佳
例
也
ト
申
輩
多
カ
リ
ヶ
リ
、

（
下
・
八
ウ
ー
九
オ
）

北
村
氏
は
時
系
列
を
考
え
る
な
ら
、
頼
義
の
故
事
こ
そ
先
に
述
べ
ら
れ

る
べ
き
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
後
回
し
に
さ
れ
、
し
か
も
簡
略
な
も
の
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
注
目
す
る
。
確
か
に
記
述
の
分
量
か
ら
す
れ
ば
そ
の
と
お

り
で
あ
る
。
だ
が
、
頼
朝
と
頼
義
・
義
家
の
故
事
は
と
も
に
「
御
当
家
ノ

佳
例
」
な
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
頼
朝
の
故
事
を
紹
介
し
た
あ
と
、
頼

義
・
義
家
の
故
事
を
引
く
際
に
用
い
ら
れ
る
「
就
中
」
と
い
う
語
に
は
、

よ
り
根
源
的
な
故
事
に
迫
ろ
う
と
す
る
作
者
の
意
識
が
窺
え
ま
い
か
。
記

述
の
分
量
だ
け
で
は
、
作
者
の
認
識
の
軽
重
は
量
れ
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
多
々
良
浜
の
合
戦
に
さ
き
だ
ち
、
尊
氏
・
直
義
の
武
装
を
述
べ

る
く
だ
り
で
は
、
以
下
の
よ
う
に
頼
義
の
故
事
が
引
か
れ
る
。

凡
御
当
家
ノ
戦
場
ノ
御
出
立
、
条
々
秘
説
ア
リ
、
昔
頼
義
ノ
将
軍
、

貞
任
等
征
伐
ノ
時
、
自
手
ヲ
、
ロ
シ
テ
十
二
年
力
間
、
雪
中
二
戦
給

間
、
乱
合
時
カ
ナ
ラ
ス
ア
ャ
マ
チ
ァ
ル
ト
テ
、
清
原
武
則
力
計
ニ
テ

将
二
七
卯
ト
テ
、
シ
ル
シ
ヲ
付
奉
ル
、
皆
武
具
ノ
内
ニ
ア
リ
、
秘
説

ダ
ル
間
、
諏
知
人
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
イ
マ
ハ
セ
マ
テ
ハ
ナ
カ
リ
シ
カ

共
、
佳
例
二
任
テ
少
々
御
意
ニ
カ
ヶ
ラ
レ
ヶ
ル
力
、
…
…
（
下
．
十

六
オ
ー
ウ
）

尊
氏
兄
弟
の
武
装
に
か
か
わ
る
秘
説
に
言
及
し
、
そ
れ
が
十
二
年
合
戦

の
と
き
、
頼
義
が
清
原
武
則
の
は
か
ら
い
で
得
た
「
七
卯
（
延
宝
本
の
「
七

印
」
が
よ
い
）
」
に
由
来
す
る
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
意
識
さ

れ
る
の
は
「
御
当
家
」
の
「
佳
例
」
で
あ
っ
た
。

つ
づ
い
て
、
尊
氏
が
長
門
よ
り
船
で
都
を
め
ざ
す
と
き
の
記
述
を
見
て

６
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『梅松論』における足利尊氏

み
よ
う
。

両
将
（
尊
氏
・
直
義
）
ハ
長
門
府
中
二
暫
御
逗
留
、
当
所
ヨ
リ
御
乗

船
ア
リ
、
御
船
ハ
元
暦
ノ
昔
、
廷
尉
義
経
壇
ノ
浦
ノ
戦
二
被
乗
シ
、

当
国
串
崎
舟
十
二
艘
ノ
船
頭
ノ
子
孫
也
、
義
経
平
家
追
討
ノ
後
、
此

船
ニ
ヲ
ヒ
テ
ハ
日
本
国
中
ノ
津
泊
二
公
役
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
ト
、
自
筆

（
例
力
）

ノ
御
下
文
ヲ
帯
ス
、
く
う
度
此
舟
ヲ
以
御
乗
船
尤
御
嘉
濁
二
相
叶
者

歎
、
是
ハ
守
護
人
厚
東
入
道
申
状
ス
ル
所
也
、
（
下
・
二
十
ニ
ウ
）

尊
氏
ら
が
乗
っ
た
船
が
、
壇
ノ
浦
で
義
経
が
乗
っ
た
串
崎
十
二
艘
の
船

（
例
力
）

頭
の
子
孫
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
、
「
尤
御
嘉
凋
二
相
叶
者
歎
」
と
述

べ
て
い
る
。
頼
義
・
義
家
だ
け
で
な
く
、
尊
氏
の
動
向
は
義
経
の
先
例
を

も
交
え
て
語
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
「
梅
松
論
」
に
お
け
る
尊
氏
は
、
武
家

政
権
の
始
祖
た
る
頼
朝
の
故
事
に
荘
厳
さ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
武
将
の

家
と
し
て
の
源
家
の
様
々
な
故
事
に
よ
っ
て
飾
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
方

が
よ
さ
そ
う
だ
。
頼
朝
の
先
例
に
言
及
す
る
記
述
は
、
こ
う
し
た
意
図
の

一
環
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
い
か
。

そ
も
そ
も
『
梅
松
論
』
に
お
い
て
、
頼
朝
は
い
か
な
る
存
在
で
あ
っ
た

の
か
。
下
巻
の
末
尾
で
彼
が
批
判
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
す
で
に

見
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
下
巻
末
尾
に
限
定
し
て
現
れ
る
の
で
は
な
い
。

当
初
か
ら
作
者
は
頼
朝
に
対
す
る
批
判
的
な
意
識
を
あ
わ
せ
も
っ
て
い
た

（
７
）

の
で
あ
る
。
す
で
に
羽
原
彩
氏
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
上
巻
に
は
建
武

新
政
期
の
公
武
の
対
立
を
述
べ
て
、
「
武
家
ハ
又
公
家
ニ
ウ
ラ
（
ミ
）
ヲ

フ
ク
ム
輩
、
頼
朝
ノ
卿
ノ
コ
ト
ク
天
下
ヲ
自
専
ア
ラ
ン
事
、
如
何
ニ
モ
イ

ソ
カ
シ
ク
思
へ
り
」
（
上
・
二
十
八
ウ
）
と
あ
っ
て
、
頼
朝
は
「
天
下
ヲ

自
専
」
し
た
と
記
さ
れ
る
、
前
引
の
と
お
り
、
同
様
の
表
現
は
下
巻
末
尾

の
「
治
承
以
来
右
幕
下
頼
朝
、
征
夷
大
将
軍
ノ
職
ヲ
カ
ネ
、
武
家
政
務
ヲ

も
う
少
し
尊
氏
像
に
つ
い
て
追
究
し
て
み
よ
う
。

お
よ
そ
「
梅
松
論
』
全
体
を
通
じ
て
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
尊
氏
像
は
、

戦
術
に
対
し
て
も
治
世
に
対
し
て
も
、
普
通
の
人
間
に
は
な
い
大
胆
な
発

想
で
事
に
臨
む
人
物
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
作
者
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、

尊
氏
は
「
凡
慮
ノ
及
サ
ル
」
（
下
・
四
十
一
之
武
将
で
あ
っ
た
。
例
え

自
専
シ
、
賞
罰
私
ナ
シ
ト
イ
ヘ
共
」
（
下
・
四
十
オ
）
と
い
う
一
節
に
も

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
頼
朝
の
政
治
の
あ
り
方
に
対
す
る
負
の
評
価
を
示

す
も
の
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。
何
よ
り
も
「
自
専
」
の
語
に
は
、
平
清
盛

の
ふ
る
ま
い
に
言
及
し
て
、
「
政
務
ヲ
自
専
シ
朝
威
ヲ
背
」
（
上
・
五
ウ
）
、

「
ア
マ
サ
ヘ
天
下
ノ
政
務
ヲ
自
専
ノ
間
、
定
テ
天
意
二
背
ク
者
殿
」
（
上
・

十
ニ
オ
）
等
と
用
い
る
例
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て

北
村
氏
も
、
前
掲
論
文
の
注
に
お
い
て
、
「
頼
朝
相
対
化
は
上
巻
か
ら
伏

流
し
下
巻
末
で
本
格
化
し
た
と
理
解
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て

お
り
、
上
巻
に
お
け
る
頼
朝
が
必
ず
し
も
全
面
的
に
讃
え
ら
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

「
梅
松
論
』
で
は
、
「
和
漢
共
二
将
軍
ト
申
ハ
、
朝
敵
ヲ
討
武
将
ノ
職
也
」

（
上
・
囚
オ
）
と
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
将
軍
の
職
務
は
朝
敵
討
伐
に
あ
る

と
さ
れ
る
。
「
天
下
ヲ
自
専
」
す
る
こ
と
は
越
権
行
為
だ
っ
た
の
だ
。
そ

の
点
、
尊
氏
は
下
巻
末
尾
で
「
我
身
ヲ
軽
ク
振
舞
テ
、
諸
侍
ナ
ト
ニ
近
付
、

人
々
ニ
モ
思
ツ
カ
レ
、
朝
家
ヲ
モ
守
護
シ
奉
ラ
ン
」
（
下
．
四
十
一
オ
）

と
語
っ
て
い
て
、
朝
家
守
護
を
自
ら
の
使
命
と
任
じ
て
い
る
。
『
梅
松
論
』

の
作
者
に
と
っ
て
、
こ
れ
は
ま
さ
に
理
想
的
な
将
軍
像
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
新
た
な
る
将
軍
像
の
造
形

日本文學誌要第８６号７

Hosei University Repository



ば
、
上
巻
、
関
東
に
迫
る
新
田
軍
を
迎
え
撃
つ
た
め
に
尊
氏
が
鎌
倉
を
出

発
す
る
と
、
人
々
は
尊
氏
が
直
義
ら
の
い
る
箱
根
陣
に
合
力
す
る
も
の
と

考
え
た
。
し
か
し
、
尊
氏
は
「
我
水
呑
ニ
イ
タ
ル
共
、
敵
サ
、
フ
ル
計
ニ

テ
利
ヲ
得
へ
カ
ラ
ス
、
此
ア
ラ
手
ヲ
以
筥
根
山
ヲ
コ
シ
発
向
セ
シ
メ
、
合

戦
ヲ
イ
タ
ス
、
思
ノ
外
二
敵
存
テ
退
散
セ
ン
事
案
中
也
」
（
上
・
三
十
五

ウ
）
と
、
敵
の
意
表
を
突
く
べ
く
箱
根
と
は
別
の
竹
下
へ
向
か
っ
た
。
そ

の
結
果
、
足
利
軍
は
尊
良
親
王
・
脇
屋
義
助
を
破
り
、
新
田
軍
全
体
を
退

却
に
追
い
込
む
こ
と
に
成
功
し
た
と
描
か
れ
る
。

ま
た
、
下
巻
の
多
々
良
浜
の
戦
い
で
は
、
尊
氏
は
菊
地
軍
に
向
け
て
ま

ず
直
義
を
差
し
む
け
、
自
身
は
後
陣
に
控
え
た
。
尊
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
な

意
図
か
ら
、
こ
う
し
た
戦
術
を
と
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

両
将
一
度
二
向
テ
合
戦
ア
シ
キ
サ
マ
ナ
ラ
ハ
、
何
ノ
愚
ア
リ
テ
カ
残

党
マ
タ
カ
ラ
ン
、
｜
騎
ナ
リ
ト
モ
、
尊
氏
此
陣
ニ
ヒ
カ
ヘ
ハ
、
先
陣

ノ
勢
、
カ
ア
テ
可
戦
、
合
戦
及
難
儀
ハ
、
馬
廻
ノ
宿
老
共
ヲ
召
具
テ
、

入
カ
エ
可
攻
、
（
下
．
十
六
ウ
ー
十
七
オ
）

こ
の
作
戦
が
功
を
奏
し
、
足
利
軍
は
菊
地
軍
に
勝
利
す
る
。
作
者
は
右

の
尊
氏
の
発
言
を
引
く
と
、
つ
づ
い
て
「
此
御
謀
諸
人
及
サ
ル
所
也
、
去

年
筥
根
ヲ
過
、
足
柄
へ
向
給
テ
打
勝
給
シ
モ
、
将
ノ
謀
ニ
ョ
テ
御
旗
ヲ
ス
、

メ
ラ
ル
」
（
下
．
十
七
ウ
）
と
述
べ
る
。
こ
の
計
略
が
人
々
の
思
い
も
よ

ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
と
評
す
る
と
と
も
に
、
さ
き
の
竹
下
で
の
尊
氏
の
謀

の
巧
み
さ
を
引
き
、
尊
氏
の
戦
術
の
非
凡
さ
を
強
調
す
る
の
だ
。
凡
人
に

は
発
想
で
き
な
い
戦
術
で
戦
い
を
勝
利
に
導
く
の
が
、
「
梅
松
論
」
に
お

け
る
尊
氏
な
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
尊
氏
の
特
性
は
、
尊
氏
と
和
睦
し
た
後
醍
醐
が
京
都
を
逐
電

す
る
く
だ
り
に
も
描
か
れ
る
。
「
洛
中
ノ
騒
動
申
計
ナ
シ
」
（
下
．
三
十
八

ウ
）
と
い
う
状
況
下
、
諸
人
が
兜
の
緒
を
締
め
て
将
軍
邸
に
馳
せ
参
じ
る

と
、
尊
氏
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
応
じ
た
と
い
う
。

少
モ
御
動
ノ
気
ナ
ク
シ
テ
、
宗
ノ
人
々
二
対
面
ア
リ
テ
被
仰
テ
云
、

此
間
君
花
山
院
二
御
座
ノ
故
二
、
警
固
申
ス
事
、
其
期
ナ
キ
ニ
ョ
テ

以
ノ
外
武
家
ノ
煩
也
、
先
代
ノ
沙
汰
ノ
如
ク
、
遠
国
二
週
シ
奉
々

御
恐
有
へ
キ
間
、
迷
惑
ノ
処
二
、
今
ノ
出
御
ハ
大
儀
ノ
中
ノ
吉
事
也
、

密
事
ニ
テ
定
畿
内
ノ
山
中
二
御
座
有
ヘ
キ
獣
、
御
進
退
ヲ
叡
慮
二
任

テ
自
然
ト
落
居
ハ
可
然
事
也
、
運
ハ
天
ノ
定
ル
処
也
、
浅
智
ノ
強
弱

ニ
ョ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
者
カ
ナ
ト
テ
、
押
静
テ
御
座
有
シ
御
気
色
ヲ
見

奉
二
、
誠
二
天
下
ノ
将
軍
、
武
家
ノ
棟
梁
ニ
テ
渡
セ
給
ヘ
キ
御
果
報

ナ
レ
ハ
、
今
更
申
モ
ヲ
ロ
カ
也
、
大
敵
ノ
君
ヲ
ニ
カ
シ
奉
テ
、
驚
ダ

ル
御
気
色
見
エ
サ
セ
給
ハ
サ
リ
シ
ソ
不
思
儀
ト
申
セ
シ
、
（
下
．
三

十
九
オ
ー
ウ
）

い
つ
ま
で
も
つ
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
後
醍
醐
の
御
所
の
警
固
は
煩

わ
し
く
、
か
と
い
っ
て
遠
国
に
流
す
わ
け
に
も
ゆ
か
な
い
。
そ
の
よ
う
な

な
か
で
、
後
醍
醐
の
出
奔
は
ま
さ
に
吉
事
で
あ
る
と
尊
氏
は
い
っ
て
の
け

る
の
だ
。
動
転
す
る
人
々
を
措
い
て
尊
氏
は
、
誰
も
考
え
つ
か
な
い
視
点

で
大
局
を
見
と
お
す
大
器
ぶ
り
を
表
す
。
人
々
は
大
敵
の
後
醍
醐
を
逃
が

し
な
が
ら
、
動
揺
の
色
を
見
せ
な
か
っ
た
尊
氏
の
態
度
に
感
嘆
し
た
と
い

壱
ワ
。さ
ら
に
下
巻
末
尾
に
記
さ
れ
る
、
直
義
に
対
す
る
尊
氏
の
教
訓
は
注
目

さ
れ
る
。

或
時
御
対
面
ノ
次
二
、
将
軍
三
条
殿
二
被
仰
云
、
国
ヲ
治
ル
職
二
居

給
上
ハ
、
イ
カ
ニ
モ
ノ
～
御
身
ヲ
重
ク
シ
テ
、
カ
リ
ソ
メ
ニ
モ
遊
覧

ナ
ク
、
徒
ニ
イ
ト
マ
ヲ
ッ
ヰ
ヤ
ス
事
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
政
道
ノ
為
宜

８
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｢梅松論」における足利尊氏

私
ア
ル
ヘ
カ
ラ
ス
、
花
紅
葉
、
ク
ル
シ
カ
ラ
ヌ
見
物
ナ
ト
ハ
節
ニ
ョ

ル
ヘ
シ
、
御
身
ヲ
重
ク
持
セ
給
ヘ
ト
被
仰
ケ
レ
ハ
、
我
身
ヲ
軽
ク
振

舞
テ
、
諸
侍
ナ
ト
ニ
近
付
、
人
々
ニ
モ
恩
ツ
カ
レ
、
朝
家
ヲ
モ
守
護

シ
奉
ラ
ン
ト
思
う
故
也
ト
ソ
被
仰
ケ
ル
、
（
下
．
四
十
一
オ
）

尊
氏
は
直
義
に
向
か
い
、
為
政
者
と
し
て
身
を
重
く
し
、
遊
覧
な
ど
で

無
駄
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
な
く
、
政
道
に
私
を
持
ち
込
ん
で
は
な
ら
ぬ

と
説
く
。
そ
し
て
、
そ
の
理
由
は
直
義
が
身
を
重
く
す
る
の
と
は
対
照
的

に
、
尊
氏
自
身
が
身
を
軽
く
し
て
、
諸
侍
と
親
し
く
交
わ
り
、
そ
の
支
持

を
得
て
朝
廷
を
守
る
こ
と
に
あ
る
の
だ
と
述
べ
る
の
で
あ
る
（
傍
線
部
「
被

仰
ケ
レ
ハ
」
は
、
寛
正
本
・
延
宝
本
の
「
申
△
と
あ
る
の
に
従
う
の
が

よ
か
ろ
う
）
。
随
分
虫
の
よ
い
い
い
ぐ
さ
に
も
聞
こ
え
な
く
も
な
い
が
、

そ
う
し
た
尊
氏
の
考
え
を
作
者
は
、
「
此
君
ハ
凡
慮
ノ
及
サ
ル
所
也
ト
感

シ
申
セ
シ
也
」
（
下
．
四
十
一
ウ
）
と
絶
讃
す
る
。
将
軍
で
あ
る
尊
氏
が

な
ぜ
政
務
を
直
義
に
譲
っ
た
の
か
と
い
う
、
誰
も
が
感
じ
た
で
あ
ろ
う
大

き
な
疑
問
に
対
し
て
、
尊
氏
に
は
凡
慮
の
及
ば
ぬ
深
い
考
え
が
あ
っ
た
の

だ
と
、
作
者
は
解
説
し
て
み
せ
る
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
誰
も
が
思
い
も
よ
ら
な
い
戦
術
を
と
っ
た
り
、
見
と
お
し

を
示
し
た
り
、
治
世
に
対
す
る
考
え
を
示
し
た
り
す
る
姿
が
、
「
梅
松
論
」

で
は
尊
氏
像
に
生
彩
を
与
え
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
尊
氏
は
他
と
隔
絶
し

た
武
将
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
新
た
な
将

軍
像
の
造
形
が
、
尊
氏
の
正
当
化
を
図
る
う
え
で
極
め
て
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
こ
と
は
、
も
は
や
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

「
梅
松
論
』
の
成
立
は
観
応
二
年
（
一
三
五
一
）
冬
を
さ
し
て
く
だ
ら

（
８
）

な
い
時
期
で
あ
る
と
、
か
つ
て
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
、
少
弐
氏
の
幕
府
帰
順
後
と
見
て
さ
ら
に
く
だ
る
と
す
る
異
論
も
予
想

（
９
）

さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
作
者
は
、
観
応
擾
乱
に
よ
る
尊
氏
と
直
義

の
対
立
の
事
実
（
直
義
が
京
都
を
出
奔
し
、
越
前
に
赴
く
の
は
観
応
二
年

七
月
）
を
知
っ
て
い
た
は
ず
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
梅
松
論
」
に
描
か

れ
る
の
は
、
尊
氏
・
直
義
・
高
師
直
が
一
体
に
な
っ
て
い
た
、
理
想
的
な

過
去
の
体
制
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
仔
細
に
作
品
を
読
ん
で
み
る
と
、
足
利
兄
弟
の
深
刻
な
対

立
が
影
を
落
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
見
う
け
ら
れ
る
記
述
が
な
い

．
わ
け
で
も
な
い
。
最
後
に
そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。

「
梅
松
論
」
に
お
い
て
先
代
鎌
倉
幕
府
の
治
世
は
、
「
誠
シ
ク
穏
便
ナ
ル

事
」
（
上
・
ニ
オ
）
と
か
、
「
実
シ
ク
穏
シ
ク
ヲ
タ
ャ
カ
」
（
上
・
九
ウ
〉

と
評
さ
れ
る
。
先
代
は
実
直
さ
と
穏
や
か
さ
の
両
面
を
備
え
て
い
た
の
で

あ
る
。
一
方
、
尊
氏
は
下
巻
末
尾
の
夢
窓
疎
石
の
言
葉
の
な
か
で
、
峻
厳

な
頼
朝
に
対
し
て
「
仁
徳
ヲ
カ
ネ
給
上
二
、
三
ノ
大
ナ
ル
徳
マ
シ
マ
ス
也
」

（
下
・
四
十
オ
）
と
し
て
、
危
機
に
臨
ん
で
も
笑
み
を
忘
れ
な
い
不
動
心
、

人
を
憎
ま
ぬ
慈
悲
寛
宥
の
心
、
物
惜
し
み
の
な
い
広
大
な
心
と
い
う
三
つ

の
徳
を
も
っ
た
人
物
と
説
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
特
性
は
先
代
の
有
し

た
穏
便
さ
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
て
直
義
は
こ
の
疎
石
の
言

葉
に
つ
づ
く
一
節
で
、
「
御
身
ノ
振
舞
ハ
廉
直
二
、
御
政
道
事
ニ
ヲ
ヒ
テ

ケ
ニ
ノ
ー
シ
ク
偽
レ
ル
御
色
ナ
シ
」
（
下
・
四
十
ウ
）
と
、
そ
の
実
直
さ

六
観
応
擾
乱
の
影
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が
讃
え
ら
れ
る
。
「
ケ
ニ
ノ
ー
シ
」
は
先
代
の
「
誠
（
実
）
シ
」
と
ほ
ぼ

同
義
の
語
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
足
利
兄
弟
は
先
代
の
も
っ
て
い
た
二
つ
の

特
性
を
分
有
し
て
い
た
と
い
う
理
解
で
あ
る
。

た
だ
し
、
「
廉
直
」
さ
や
「
ケ
ニ
ノ
ー
シ
」
さ
は
、
そ
れ
に
偏
れ
ば
頼

朝
の
「
罰
ノ
カ
ラ
」
さ
、
「
賞
罰
」
の
「
分
明
」
さ
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。

だ
か
ら
、
尊
氏
は
前
述
の
と
お
り
、
直
義
や
師
直
、
古
き
評
定
衆
ら
の
前

で
頼
朝
の
厳
罰
主
義
を
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
尊
氏
は
「
当
代

ハ
人
ノ
歎
ナ
ク
シ
テ
、
天
下
治
乱
事
本
意
ダ
ル
間
、
今
度
ハ
怨
敵
ヲ
モ
ョ

ク
ナ
タ
メ
テ
、
本
領
ヲ
安
堵
セ
シ
メ
、
忠
功
ヲ
至
サ
ン
輩
二
於
テ
ハ
、
殊

更
莫
太
ノ
賞
ヲ
可
被
行
也
、
此
趣
ヲ
以
面
々
補
佐
シ
奉
ル
ヘ
シ
」
（
下
．

四
十
一
ウ
）
と
、
穏
便
、
寛
宥
を
第
一
に
直
義
の
政
務
を
補
佐
す
る
よ
う

語
っ
た
と
い
う
。

「
梅
松
論
』
の
作
者
は
尊
氏
と
直
義
の
政
治
姿
勢
の
違
い
を
よ
く
認
識

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
観
応
擾
乱
の
な
か
で
両
者
が
対
立
し
た
の
は
、
と

も
す
れ
ば
頼
朝
の
厳
罰
主
義
に
通
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
直
義
の
廉
直
さ
に

理
由
が
あ
る
と
理
解
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
だ
が
、
あ
く
ま
で
も
兄

弟
の
対
立
を
糊
塗
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
作
者
は
、
前
節
の
最
後
に

引
用
し
た
よ
う
に
、
尊
氏
は
自
ら
が
自
由
に
諸
侍
と
親
交
を
結
ん
で
朝
廷

を
守
護
す
る
た
め
、
直
義
に
身
を
重
く
し
、
政
道
に
私
な
き
こ
と
を
求
め

た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
。
直
義
に
そ
う
し
た
姿
勢
を
求
め
た

の
は
他
な
ら
ぬ
尊
氏
だ
っ
た
と
記
す
こ
と
は
、
二
人
の
溝
を
埋
め
よ
う
と

す
る
作
者
な
り
の
配
慮
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
「
梅
松
論
」
の

作
者
は
、
観
応
擾
乱
時
の
尊
氏
・
直
義
の
対
立
と
い
う
足
利
体
制
に
と
っ

て
も
っ
と
も
困
難
な
事
態
を
知
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
作
品
の
な
か
に
取

り
込
ま
な
い
。
そ
の
方
針
の
徹
底
は
一
応
成
功
し
て
い
る
が
、
同
時
に
対

注（
１
）
『
梅
松
論
』
を
歴
史
物
語
と
称
し
た
の
は
、
福
田
景
道
氏
の
指
摘
に
も

と
づ
く
今
歴
史
物
語
と
し
て
の
『
梅
松
論
」
」
『
島
根
大
学
教
育
学
部

紀
要
」
第
二
十
八
巻
、
一
九
九
四
年
、
「
世
代
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
と
歴
史
教
育
ｌ
歴
史
物
語
「
梅
松
論
」
の
継
承
と
変
容
ｌ
」
『
島
根

大
学
教
育
学
部
紀
要
」
第
四
十
二
巻
、
二
○
○
九
年
）
。

（
２
）
引
用
は
京
大
本
に
よ
り
、
巻
次
と
丁
数
を
記
す
。

（
３
）
北
村
昌
幸
氏
『
太
平
記
世
界
の
形
象
」
第
一
編
第
四
章
「
承
久
の
乱
と

『
梅
松
論
』
」
（
塙
書
房
、
二
○
一
○
年
。
初
出
、
『
国
語
と
国
文
学
』
二

○
○
五
年
一
月
号
）
参
照
。

（
４
）
石
毛
忠
氏
「
南
北
朝
時
代
に
お
け
る
天
の
思
想
ｌ
『
梅
松
論
」
を
め
ぐ
っ

て
ｌ
」
（
『
日
本
思
想
史
研
究
』
第
一
号
、
一
九
六
七
年
）
、
玉
懸
博
之

氏
『
日
本
中
世
思
想
史
研
究
」
Ｉ
ヨ
梅
松
論
』
の
歴
史
観
」
（
ペ
リ
か

ん
社
、
一
九
九
八
年
。
初
出
、
「
文
芸
研
究
」
第
六
十
八
集
、
一
九
七

一
年
）
、
福
田
景
道
氏
「
『
梅
松
論
』
の
基
幹
構
想
ｌ
「
将
軍
」
と
「
正

統
」
ｌ
」
含
島
大
国
文
」
第
二
十
三
号
、
一
九
九
五
年
）
。

（
５
）
持
明
院
統
を
「
天
子
ノ
正
統
」
と
認
識
す
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、
小
秋

元
段
『
太
平
記
・
梅
松
論
の
研
究
」
第
四
部
第
二
章
「
「
梅
松
論
」
の

論
理
と
構
成
」
（
汲
古
書
院
、
二
○
○
五
年
。
初
出
、
『
駒
木
原
国
文
」

第
八
号
、
’
九
九
七
年
）
、
福
田
景
道
氏
「
『
梅
松
論
』
の
皇
位
継
承
史

構
想
ｌ
後
堀
河
院
・
後
嵯
峨
院
・
光
厳
院
の
正
統
性
ｌ
」
Ｓ
国
語
教
育

立
の
影
響
か
ら
完
全
に
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
尊
氏
、

直
義
、
あ
る
い
は
頼
朝
の
人
物
形
象
に
現
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
の
で
あ

る
。

1０
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『梅松論』における足利尊氏

〔
付
記
〕
本
稿
は
『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
」
二
○
｜
一
年
十
二
月
号
（
特
集
「
〃
吉

野
“
の
文
学
と
歴
史
」
）
の
た
め
に
草
し
た
も
の
で
あ
る
（
編
集
部

よ
り
与
え
ら
れ
た
題
は
「
『
梅
松
論
』
Ｉ
将
軍
側
近
の
視
点
」
で
あ
っ

た
）
。
し
か
し
、
周
知
の
と
お
り
、
同
誌
は
そ
の
年
の
十
月
号
を
も
っ

て
休
刊
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
「
〃
吉
野
“
の
文
学
と
歴
史
」
は

幻
の
特
集
と
な
っ
た
。
『
日
本
文
学
誌
要
」
へ
の
掲
載
を
認
め
て
く

だ
さ
っ
た
編
集
委
員
各
位
に
謝
意
を
表
し
た
い
。

（
９
）
武
田
昌
憲
氏
二
梅
松
論
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
」
（
『
中
世
文
学
』

第
三
十
二
号
、
一
九
八
七
年
）
参
照
。

（
７
）
羽
原
彩
氏
「
義
家
か
ら
頼
朝
、
そ
し
て
尊
氏
へ
ｌ
源
氏
系
譜
の
認
識
と

『
源
平
盛
衰
記
」
ｌ
」
（
「
古
典
遺
産
」
第
五
十
三
号
、
二
○
○
三
年
）
。

（
８
）
小
秋
元
段
注
（
５
）
前
掲
書
第
四
部
第
一
章
ヨ
梅
松
論
」
の
成
立
ｌ

成
立
時
期
、
お
よ
び
作
者
圏
の
再
検
討
ｌ
」
（
初
出
、
長
谷
川
端
氏
ほ

か
編
、
軍
記
文
学
研
究
叢
書
８
『
太
平
記
の
成
立
』
汲
古
書
院
、
’
九

⑤

論
叢
』
第
十
四
号
、
一
一
○
○
五
年
）
参
照
。

（
６
）
北
村
昌
幸
氏
注
（
３
）
前
掲
書
第
一
編
第
二
章
「
『
梅
松
論
」
に
お
け

る
頼
朝
と
尊
氏
」
（
初
出
、
『
人
文
論
究
」
第
五
十
五
巻
第
四
号
、
二
○

か
編
、
軍

九
八
年
）
。

○
六
年
）
。

（
こ
あ
き
も
と
だ
ん
・
本
学
教
授
）
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